
（様式第４号） 第 10 回 塩田地域協議会 会議概要

１ 審 議 会 名 塩田地域協議会

２ 日 時 平成３０年２月１５日（木） 午後１時３０分から午後４時４０分まで

３ 会 場 塩田公民館 大ホール

４ 出 席 者 山極会長、山部副会長、阿部委員、伊藤委員、工藤委員、窪田委員、甲田委員、

小林委員、竹内（榮）委員、竹内（弘）委員、竹下委員、龍野委員、西川委員、

早坂委員、林委員、本間委員、増澤委員

５ 市側出席者 北沢センター長、池田係長

スポーツ推進課 池田課長、小林課長補佐

６ 公開・非公開 公 開 ・ 一部公開 ・ 非公開

７ 傍 聴 者 0 人 記者 無

８ 会議概要作成年月日 平成３０年２月２１日

協 議 事 項 等

１ 開会（副会長）

２ あいさつ（会長）

３ 協議事項

(1) わがまち魅力アップ応援事業実施団体の事業報告について

6団体から事業の実績報告あり。欠席した 1団体については次回報告することになった。

(2) 【意見聴取】上田市スポーツ施設整備計画について（上田市教育委員会 スポーツ推進課）

スポーツ推進課から説明後、質疑等を行う。

（委員）上田城跡公園内にあるスポーツ施設は、国の方針で史跡の外に移転するよう求められて

いると聞いたことがあるがどうか。

（担当課）上田城跡公園は全部ではないが国の史跡に指定されている。公園内の東テニスコート

は国の史跡の範囲内にあるので移転先があれば移転するよう国から指導されている。上田

市では上田城跡公園の保存管理計画と整備計画を策定している。この計画では、体育館、

西テニスコート、野球場、陸上競技場のある場所が現在は史跡の範囲ではないが、将来的

には城郭として整備することになっているので、これらの施設は移転する方向になると思

う。

（委員）廃止されるスポーツ施設について、高齢化が急激に進むので、高齢者が簡単に筋力をつ

け、健康寿命を延ばせるような健康増進施設にしていく考えはないか。

（担当課）将来的に少子高齢化が進展していくと当然のことながら必要な財源も減っていくので、

現在ある様々なスポーツ施設を建て替えて維持していくということは難しい。持続可能な

形でスポーツ施設を維持していくためには集約したり、使われていない施設は廃止してい

くことはやむを得ない。このため、スポーツ施設整備計画の策定を進めている。

施設の後利用についても施設の劣化や耐震性など難しい面がある。

（委員）体育館はある程度の規模があるほうが大きな大会の開催など利用価値が高い。また、建

設場所については高齢化を踏まえ交通弱者に配慮する必要がある。



（担当課）体育館は大きいほうが効率的に使える。それには施設を集約する必要がある。また、

プロチームの試合など「観るスポーツ」に対応できる体育館は必要であると考えている。課

題としては多額の費用を要すること。また、新たな体育館建設に当たっては交通利便性も考

慮する必要があると考えている。

（委員）体育館建設に当たり、市内の企業などに協力（支援）を求めてはどうか。

（委員）体育館建設に当たっては、「観るスポーツ」を考えるのであれば駐車場もある程度確保す

る必要がある。

（委員）菅平高原にラグビーなど広域スポーツ施設が建設されたが、上田市として広域スポーツ

施設を整備する要のスポーツは何か。また、自然運動公園にはスポーツ施設が集約されて

おり、面積的にもまだ拡大できる余地はあり、上田交通別所線の駅も比較的近い。

（担当課）バレーボール、バスケットボール、サッカーなど県内にもプロのチームはあるが、上

田市として現状で核になるスポーツが何かということは申し上げられない。

（委員）スポーツ施設整備に当たり、ネーミングライツやＰＦＩ方式など企業を巻き込むような

ことは検討しているのか。

（担当課）ネーミングライツについては施設が老朽化しているため検討していない。今後新たな

施設を整備すれば検討することもある。ＰＦＩ方式については可能性を検討したが、大手

企業に話を聞いたところ 100 億円超規模の施設で、利用人口が一定量見込めなければ難し

いとのことであった。しかし、企業版ふるさと納税など企業を巻き込んだ様々な可能性は

今後も検討していきたい。

（事務局）塩田地域協議会として意見を出す必要がある場合は、配布した用紙に記載して 2 月末

までに事務局へ提出いただきたい。

(3) その他

ア 小池手造り農産加工所（飯田市）の視察研修報告について

事務局から視察結果について概略を説明。出席者はレポートを提出。

今後の「塩田まちづくり協議会」の活動に生かすべくレポートを提供していくこととする。

イ「塩田地域協議会だより」の発行について

事務局案を承認。

3月 16日の広報等の定期送達に合わせ、塩田地域内に全戸配布することになった。

４ その他

・事務局から平成 30年度わがまち魅力アップ応援事業の応募状況、各種講演会の案内、次回の予定

等について事務連絡を行った。

５ 閉会（副会長）


